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2008年12月 
ドームシアターガイアに新システムAtmosを導入 







オープニングコンテンツ 

「BIRTHDAY 
～宇宙とわたしをつなぐもの～」 

2009年1月10日より公開開始 
平日　2回／土日祝　3回上映 
　　　　　　※2010年1月23日のスケジュール 
約25分番組 



コンテンツ開発までの道のり 



りんごから始まり、月形成、惑星形成、銀河形成、 
宇宙の誕生へと遡っていくストーリー 
監修：谷口義明教授（愛媛大学宇宙進化研究センター長） 

■ナレーション：ARATA 
■音楽：インナー・サイエンス　　■音楽協力：レイ・ハラカミ 
■タイトル映像：山口崇司　　　　■脚本・演出：井内雅倫 



コンテンツ開発までの道のり 

２）上映スタイル 
　　・“科学コミュニケーター”による 
　　　 未来館ならではのドーム生解説を実現したい！ 
　　 ・長く愛され、上映できるように、様々な楽しみ方を！ 

「BIRTHDAY」という共通のテーマで、 
「オート版」と「ライブ版」の2種類を制作 



できたものは・・・？ 

１）オート版 

２）ライブ版 
　5分間の科学コラムを上映 
　　・日食　（4月22日～7月22日） 
　　　　かぐやの撮影した月食映像使用　 
　　・素粒子（7月23日～12月23日） 
　　　　ATLASシミュレーションデータ使用 
　　・銀河（12月24日～　　　） 
　　　　国立天文台撮影画像使用 
　　　次回、3月更新予定 



今後の課題 

１）エンターテイメント性と、科学教育・専門性のバランス 

２）ドーム立体視にふさわしい生解説のかたちとは？ 

３）幅広い嗜好、知識の差を持つ客層に、どこまで柔軟に 
　  きめ細かく答えていけるか 

４）コンテンツのアップデート 





今後の展開（案）	


　　「ドーム映像環境の“高度化”による科学コミュニケーションのさらなる促進」	


                   ■高精細ステレオドーム環境（アトモス）の特徴を活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　	


　・ドーム　　　 ：没入感	


　　　　　　　　　　　 ・３Ｄステレオ：立体感	


　　　　　　　　　　　 ・４Ｋデジタル：高精細	


　　　各特性をあわせた“高臨場感環境の構築”による新たなリアリティ（体験）　　 
　　　の創出により観客の興味を喚起し科学コミュニケションを促進させる。 



高精細ステレオドーム環境による	


高臨場感（没入感　＋　立体感　＋　高精細）を活かせる素材とは	


１）マクロ視点とミクロ視点の行き来	

　　応用例として、“炭素分子レベルの視点”で地球環境、及び食物連鎖、生態系を見る視点	

　　と“俯瞰する視点”を交互に体験させながら地球システムの全体像をより深く理解する。　　　　　　　　　	


２）科学シミュレーション分野	

　　精密かつ大規模な空間で確認する必要のある自然現象（大気シミュレーション等）の再現	

　　が高性能コンピューターによって可能。細部～全貌をくまなく観察する視点を通して理解。	


３）デジタルアーカイブ分野	

　　機械・建築などのキャドデータの活用の他に高精細のスキャニングが、計測技術の高度	

　　化により、可能となった。地上に存在する既存の建造物（巨大研究施設や宇宙観測施設・	

　　機器等）から宇宙ステーション、探査機に至るまで、リアルに表現される。	


４）本物の撮影	

　  ４Kムービー撮影カメラが、発表され、すでに映画への活用が検討されつつある。	

　  シミュレーションと実写の融合でお互いの情報を補完しあう表現。	

　  例：地上から見た実写シーンと目には見えないシーン（磁気圏・太陽風・分子レベルの現	

                                                       　　　　　　　　　　　象・力学・流体学）を融合した表現	




ありがとうございました。 


